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は ･ じ ･ め ･ に
真薗セン ター ニ ュ - ス第 4胃をお送り致しますo 分子機能研究部門 機
能形態分野の竹尾漢治教授の遷宮に伴い後任教授の選考が進め られて い
ま した が, 平成 1 6年 4 月 1 E] に横浜市立大学医学部細菌学講座講師の
川本 進が着任 しました ｡
平成 1 6年 4 月 ､ 千葉大学も国立大学法人 となりま したが､ 真薗セン
ターはEE]立大学法人化後も全国共同利用施設と して国内外との共同研 究を
積極的に展開して行きますo セ ンターの運営には ､ 教授会に準ずる教員会
議と､ 本学の教授および学外の学識経験者を含めた運営協議会によ っ て行
われて いますが､ そのメンバーは以下の通りです ｡
○ 教昌会議構成員 :真薗セ ンタ ー 教理 (5 名)､ 助教授 (5 名)､ 千葉大学大学院医学研究院 野村文夫教授 ､
溝口正樹教授､ セン タ ー 事務長
○ 運営協議会委員: 真菌セ ン ター教授 (5 名)､ 千葉大学大学院医学研究院 野村文夫教授､ 瀧口正樹教投.
( 独)国立環境研究所 淫蕩 信領域長 ､ 大阪大学微生物病研究所 本EE]武司教授､ 日本大
学生物資源科学部 長谷川篤彦教授､ 細かずさ DNA研究所 丹羽修身主席研究員
本ニ ュ ー ス 4号で は､ 機能形態分野に新たに就任 した川本 進教授による分野の紹介があり ます｡
法人化に伴い､ センター長の裁量経費の重点的な配分が求められていますが､ センター 内の教員か ら研究テ
ー マ
の募集を行 っ た結果､ 10プロ ジ工 クトの応募があ り ､ 経費配分に関する委昌会が言i(j-られ､ 審査の結果に基づいて ､
予算配分が行われ ましたので ､ その結果を報告します ｡
大学は自己改革が求め られてお ります ｡ 特に研究者自身の個人的な特色ある活動と しての ベ ンチ ャ
ー 企業の育成
などがあげられて いますが ､ 千葉大学の最初のベ ンチ ャー企業と して ､ 当センターの宮治 誠名誉教授と西村和子
｢∈
1.) 教授の採用
分子機能研究部門 機能形態分覇の竹尾漠治教授の後任教授として､ 模索市立大学医学部細菌学講座講師の川本 進
が4月1日付けで着任｡
2･) 活性応答分野およぴ生線分野客員教授の採用
平成16年鹿a)活性応苔分野の客真数捜としては帝京大学医義歯研究セン 要 一 長の安部 茂教授力筆者任｡ 生態分野の
外国人客員教授としては南ア プ リ･力のVVitw atersrand大学遺伝学部の Eric-･R. Dab bs教授が平成 16･ 年 12 月 1 日(L
-
着任
(1 7年2月28日まで)｡
3) 技術職員の採用
病原真菌部門 系統 ･ 化学分野の枝循職員として, 松 常 宏が採用され､ 平成 16 年1 0月 1日位けで着任｡
”
センタ ー の教授は医学薬学府の医学系の大学院生､ また自然科学研究科の博士前期課程 (修士)の学生へ の直接の
指導を行 っ て い ます｡ 平成 1 7年塞から医科学修士課程の学生も担当することになり, そ の新規募集も始まります o
いずれの場合も受験希望者は､ 遠慮なく担当教授に直接問い合わせて, 是非応募して下さ い . 担当教授のメ -I L,ア ド
レスはセ ン タ ー の ホ ー ムペ ー ジから見るこ と力てできます (http://y w .pf.chiba- u,jp)a
㊤
セ ンター長が中心 となっ て ､ 真薗の最先端研究､ 検査 ､ 抗菌製品開発を通じて ､ 地球環境の保全と人類の健康社会
ヘ の貢献を目的に ､
川
株式会社 フ ァ ー ス トラボラ トリ ー 7:
''
を立ち上げましたので ､ その目的や事業内容を紹介
します o
本センターが文部科学者のナ シ ∃ ナ ルバイオリソース プロ ジ工 ク卜で病原微生物の中核的機関とな っ たことか
ら､ 量的にも質的にも世界最高水準の菌株の収集 ･ 保存 ･ 提供の整備が求め られています ｡ 国立感染症研究所およ
ぴ北里大学との共同研究で ､ 本セン タ ー で同定 ･ 保存されて いる病原性放線菌No ca rdl
-
afa rcinicaIF M IO1 52のゲノ
ム解析が完了 し､ 菌株の提供も可能とな っ たの で報告 します ｡
｢ 目で見る真菌と真菌症+ シリ - ズで は､ 今回は国外旅行者等の増力口に伴い ､ ラ毎外で感染 して ､ 帰国後に発症す
る真菌 (力 ビ､ 酵母) による感染症､ いわゆる
l'
堀入真菌症
u
に つ いて紹介LJますo
また､ 真菌は ヒ 卜などの高等生物と同様に高度に発達した細胞構造を有することから､ 真核微生物に属し､ 細菌
のような原始的な原核微生物とは異なり ､ 分無学的にも高等な微生物群で , 極めて多彩な増殖様式を示 します. 中
でも一部の菌種では雌雄の区別があるものが多くありますので ､ ここでは
”
力 ビの性
'
に つ いて紹介します｡
機能形態分野 の紹介
千葉大学真核微生物研究セ ンターの時限終了 ･ 転換に伴 っ
て ､ 1 9 97年 4 月 ､ 真薗医学研究セン ターが設置され ､ 同セ ン
ター発足時にセ ンターを構成する 4 研究分野のひと つ として ､
機能形態分野 (Divisio n ofUitrastru cture a nd Fu n ction) が設【j-
られ ました o そ の後､ 長年､ 竹尾漢治教授が本分野を主宰し
機能形態分野の ス タ ッ フ
ク T) プ トコ ツ カ ス の 電 子顕 微鏡写真
病原酵母ク リ プ トコ ク カ ス の プ ロ テ オ ー ム 解析
酵母細 胞 に 含ま れ る タ ン パ ク質 を, 一 次元 目 (水平方向) を タ ン パ
ク 質の 持 つ 等電 点 によ り, 二 次元 目 (垂直方向) をタ ン パ ク 質の 持
つ 分 子量 に よ っ て分離 し て 得 られ た､ 二 次元 ゲ ル 電気泳動像像 (上
図) で あり, 点状 に見え るも の (タ ン パ ク 質ス ポ ッ ト) の そ れ ぞ れ
が ､ 漸 胞内 に発 現 して い る各 タ ン パ ク質 を示す｡ こ れ らの ス ポ ッ ト
の 中 に は菌株 に よ り､ ま た培養条件 に より発 現量 が 大幅 に異 な る も
の が あ り､ そ れ ら をク リ プ ト コ ツ カ ス の ゲ ノ ム 情報 を基 盤 に し て 網
羅 的にデ ー タ解析 (下 図) して い るD
(上 : 2次元 ゲ ル 電 気泳動､ 下 : タ ン パ ク質発現 ディ フ ァ レ ン シ ャ ル
解析)
て 来ましたが, 20 0 4年 3 月に退官､ その後任として ､ 4 月 に
)ll本 進が着任しましたo
本磯能形態分野は ､ その 研究を真薗感染症の病因 . 制御に関
する臨床応用にまで発展させる こ とを
`E
fin algo ar にしつ つ ､
病原真菌の機能と形態の分子細胞生物学的な基礎研究を行 っ て
い ます ｡ 病原真菌の細胞構造 ･ 生理機能を遺伝子 ･ タン パク質
などの分子 レベル ､ 更 に は､ オルガネ ラ レ ベル ､ 細胞レベル で
明らかにする ことを目的にした真薗機能形態学､ 分子細胞真菌
医学を志向して い ます ｡ 本分野にお い て は､ 遺伝子科学 ･ タ ン
パク質科学を基盤とLJT=分子生物学 ･ 生化学的手法と電子顕微
鏡など微細形態学 . 超微形態学的手法とを斬にして真菌医学関
連分野の各研究課題 にア プロ ーチ して い ますo 近年の生命科学
の最先端分野である ｢ゲノム科学+｢プロ テオーム科学+ ｢構造
生物学+ なども積極的に導入しつ つ ､ 国内外研究者との共同研
2
究を推進して諸研究課置割こ取り組ん で い ます o 更 には､ 世界的
にも 日々 ､ 精力的に蓄積され つ つ あ る , 病原真菌のゲノミク
ス ･ プロ テオ三クス情報を基盤とした ､ 病原真菌の生存必須遺
伝子の探索 ･ 同定 ､ また ､ そ れ らをターゲ ッ トとした活性阻害
物質のスクリー ニ ン グ､ す な わち ､ ｢ゲノ ム ･ プ ロ テオ-ム劇
秦+ ヘ の発展も期待した い と思いますo 現在､ 生化学､ 分子生
物学､ 分子遺伝学､ 超微形態学などの手法を用 い て ､ 病原真菌
の多様な制御機構に関する分子細胞生物学的研究を以下 のよう
なプ ロジ 工 ク トを中心に進め つ つ あ ります ｡
1 ･ Crypto co rru ∫ n e oform a n 5のゲノミクス ､ プロ テ オ三クス節析
2･ Crypto co ccu ∫ n eofo r7n a n ∫の 細胞周期制御やシ グナル伝達
系の分子機構解析
3 . 病原真菌の紡錘極体と細胞周期に関する追徴形態学的研究
センタ ー 長の裁量経費の配分につ いて
セン タ-の教官に対して ､ 裁量経費の配分を目的に研究テーマを募集して ､ それ らの申請課題に つ い て審杢を行い､ セ ン タ ー 長の
裁量経費の配分を行 っ た｡ 以下 に中書昌者およびテーマ ､ 配分決定額 (請求簸) を示 しT=o なお ､ こ れ ら研究費の受給者は年度末に研
究成果の発表を行うことが義務付けられてい る o
五 ノ井 透
≡上 裏､ 矢沢勝清､
飯田創治､ 長谷川太-
川本 進､ 清水公徳､
山口正:撹
知花博冶､ 三上 蓑
田中玲子 ､ 知花博治､
三 上 嚢､ 伊藤純子
矢口貴志､ 日中玲子.
松う軍営宏
佐野文子 ､ 西村和子 ､
高橋容子､ 鎗田響子
横山耕治､ 遠藤成朝
宿島和責
亀井克彦. 佐野文子
カスタム D N A マイクロ アL/イを用い たセ ンター保存c,mdl
'
da albicG n5菌株の遺
伝子発現プロ フ ァイル
病原性放腺菌N?cmdiaの分類学的な研究と新菌種の提案
遺伝資源化に向けたCりクtOCOCC W n eOfo rm a7Uの遺伝子クロ
ー ニ ン ク と構造解析
ca71dl
l
da a戯{a ns染色体6番における染色体塩基配列のGabclo sTng
ca ndlda aibic,7 nJにお(j-る標識別を目的とした D N A多型解析
病原性AspwgiI!w における形態､ テレオモルプ
ー ア ナ モルフ の関連､ 系続解析
を勘案した多相的な分類学的研究と収集へ の応用
ハ リネズミか ら分離されたTricbop勿ton m e ntagnpbytesv ar･ erin acei(T M E) とAr-
め
･
oder m abe nb, mine(A B) の交配によ つ て 作出されたFl世代の生物 ･ 分子生物
学的解析
ヒストjラス マ症原図蘭のチ トク ロ ー ムb遺伝子解析とリア)L'タイムPCRによ
る迅速同定法に関する研究
皮膚真菌症の分子疫学的研究一 Tricbopbyto nto nsu ra n ∫の収集と種内多型解析
輸入真菌のD NA ライブラリーの構築
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3∋千葉大学初 の ベ ンチ ャ ー 企業
Laboratories
フ ァ
ー ス ト ラボラトリ ー ズは真菌の 最先端 の研究 ､ 検
査 ､ 抗菌製品開発を通じて 地球環境の 保全 と人頬の 健
康社会に貢献 します｡
千葉大発ベ ンチ ャ ー 企業第1 号 株式会社 フ ァ ー ス トラボラ トリ ー ズ 開業
西村和子セ ンタ ー 長を取締役､ 胃治 誠名誉教授を会長 . 取締役とし､ 三 上 嚢教授, 亀井克彦教授､ 佐野文子助教授を顧問
とする ベ ンチ ャー企業 ｢株式会社 フ ァース トラボラ トリーズ+ の真菌検査事業部として ､ 平成 16年 1 0月 1 日より患者およぴ
ペ ッ トから分離されT=病原真菌 ･ 放線菌の同定を開始しま した o 千葉大学真菌医学研究センター内3 階標本準備室は干葉市保健
所より登録衛生検査所の証明 (登録番号 干保第1 3号) をうけていますの で ､ 医療機関等に病原真菌 ･ 放線菌の同定報告を提
出する こ とができます ｡
■ 会社概要
社 名 :株式会社フ ァ ー ス トラ ボラ トリーズ
本 社 : 〒14 4-0 04 2
東京都大田区羽田旭町 7茜1 胃
大田区創業支援施設 30 9号室
T E L:03-5 73 5-61 0 0 F A X:0 3-57 3 5-6 1 40
1P電話 :0 50-3 34 7-1 2 8 5
千葉大学真菌検査研究所 :
〒2 60-8 6 73
干葉県干葉市中央区亥鼻1丁目8番1号
千葉大学真菌医学研究センター内
T E L:04 3-22 4-0 27 6 FA X:0 43-2 24-5 24 8
1P電話 :0 5D-3 36-45 88
設 立 :20 0 3年 11月 7 日
資本金 :1,00 0万円
ホーム ページ :http://w ww.firstlabo .c o.jp/
E-m ail:info@fir stlabo .c o.jp
■ 真薗検査事業部概要
1)患者およぴペ ッ トから分離された病原夷菌 ･ 放線菌の同定
2) 共同研究の仲介
以下の項 目に関 しては ｢株式会社フ ァース トラ ボラ トリー
ズ+ がアドバイスLJ､ ｢千葉大学真菌医学研究センタ ー + に
委託､ 同セ ン ターとの共同研究を仲介します o
① 環境中の真菌の分鮭 ･ 同定研究
② 遺伝子同定研究
③ 各種臨床検体及びパラ フ ィ ン包理組織からの菌 の同定
@
⑤
@
⑦
@
研究
分離菌に対する抗真菌剤の活性 (効力) 測定研究
新規抗真菌剤開発の共同研究
真薗が関与する生分解の 研究
真菌感染笑顔に関する研究
各種産業に利用される真菌の同定と病原性に関する研
究
⑨ その他真薗 ･ 放線菌に関する研究ア ドバイ ス
世界で初めて, 病原放線菌ノカルジアの
ゲノム解析が完了しました!
Noc a rdl
l
afwdnicalF M I O152 株は､ 関西地域の病院で 6 8歳の
肺 ノカルジア症の男性患者から分離されま した｡ こ の株は､ パ
ル ス フ ィ ール ド電気泳動による染色体の解析や制限酵素切断パ
タ ー ン の解析結果から本菌種の標準株 (lF M 02 8 4) と非常に似
て いる ことが確認され ､ 日本産の菌株として ゲノム解析の候補
となりましT=o ノカルジア症の中では Nfa rrinic a感染による割
合が高い 上､ 特に脳 へ の感染例が多く ､ さ らに各種薬剤 へ の抵
抗性を示すなど治療に困難で ある等の理由から, 最終的にノカ
)L,ジアの代表として Nfzm inic aIF M I O 1 5 2棟をゲノム解析株に
選定 しま した ｡
微生物ゲノム 解析は機器 や解析ソ フ トの進歩によ り格段に
早 い進展を して おり ､ 世界的にも競争が激しい時代とな っ て い
ますc ノカルジ ア の ゲノム解析は､ 米国カリ フ オ ル ニ ア 大学の
Blaine Be am a n教授によ つ ても N aJteT m-deJ株 を用 い て の角牢析
計画があり ､ 本真菌セ ン ター ヘ も協力の依頼がありました ｡ し
かし､ そ の 時点で 日本のプロ ジ 工 ク トは先行して おり ､ 既 に解
析はほぼ完了し､ 論文の作成段階にな っ て い ました｡ な お . 実
N/a r cini,aの 寒天 培地 上 で の 菌糸の 分 岐お よ び断列写真
Njqr{ini[nlF MIO152 のゲ ノム の 一 般的な轡徴およ び同菌株が持 つ 2 つ の プラス ミ ドpNF l とpNF 2 の性状
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3.O
Nfd r {inicLI FM IO152株の 解析 され た ゲ ノ ム
際の解析結果 は今年の 1 0月に学術誌 (lshikaw a, Ya m ashita,
M ika miet a].
, PN A S 1 0 1: 4 92 5-1 4 93 0. 2 0 04) で公開されま
した o 本 研究は､ 日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業
(｢ゲノム研究+ No. 0 0 LO 1 41 1) 由支援で ､ 国 立感染症研究所､
北里大学と千葉大学との共同研究として行われたも の です.
5
啄疾より 分乾 され た Nfar cl
'
n i
'
,n の コ ロ ニ ー
(1週間 以 上 の 培養が必 要)
ゲノム解析の結果は､ 他の微生物との比 矧 こお い てきわめて
重要な情報を提供して くれると同時に､ 直接的には病原遺伝子
の解明などに有用です Q 最近の研究によると､ 本ゲノ ム決定株
には抗癌物質の産生遺伝子が見 つ かり ､ そ の遺伝子 によ っ て 生
産される抗癌物質の構造も明らかになりつ つ あります o こ の よ
うにゲノム情報は ､ 診断薬や新しい治療薬の開発に役立つ こ と
が期待されます Q
真南と真菌症シり - ズ ④
輸入真菌症 (カ ビによる輸入感染症)
匡l- 真菌症っ て何で し よ うか ? 田 bR,苦日本にはな いはず の 病気にどう して かかるので し ょ うか ?
2 つ の 理EE]があります Q 一 つ は外国 の荒行地に旅行した
時に感染する場合で ､ 大部分は こち ら です ｡ もう一つa 世界各地には日本には見 られな い風土病がたくさんあります. 日本にはいな い病原菌による感染症が国内で見 ら
れた場合､ こ れ を輸入感染症といい ます o S A R S(ウイル ス)
や マラリ ア (寄生虫) が有名ですが ､ 同 じ こ とが力ビで起 こ つ
T=場合を輸入真菌症とい い ます o
EEE
は､ 病原菌が外国の流行地域から日本国内に持ち込まれて, ヒ
卜に感染する場合で すo どち らも力ビ の小さな粒子 (胞子) 香
吸い込んで ､ 肝から感染しますo
囲 1. コ ク シ ジ オイ デ ス 症 の 原 因 と な る コ ク シ ジオ イ デ ス
･ イ ミ ナ
ス D 一 見 , 何の 変哲 も な い カ ビ に み えま すオ写､ 吸 い 込 む と 非
常 に危険で すo
a
Eg
日本にあるカビ の病気と違うの で し ょうか ?
日本の カビの病気 は､ 水虫のような皮膚の感染症を除
けば､ ほとんどが特別な持病があ っ たり､ 体力のとくに
弱 つ た人たちに感染するもの です o これに対して ､ 輸入真菌症
は移る力が強いの で ､ 元気な若者でも感染して しま います ｡ ま
た ､ 体の奥深く､ 内臓ま で はい り こんでLJま うの も特徴です o
Eg
gd
どのようなもの があるの でし ょうか ?
コ クシジオイデス症､ ヒ ス トプラ ス マ 症､ パ ラ コ ク シ
ジオイデス症などが知られて いますが ､ ほ かにもT=くさ
んありますo こ の中でも コ クシ ジオイデス症は感染する力が強
く､ 元気な若者が流行地を数時間訪問しただlナでも感染する こ
ともあります c またヒス トプラスマ症も死亡率が高く､ 危険な
病気です ｡
E]
GE
どのようなと ころにい るの で しょ うか ?
それぞ れ病気によ っ て流行して い る場所が違 っ て い ま
すc コ ク シ ジオイデ ス症はアメリカ (カリフ オ)L/二 アや
ア リゾナ)､ メ キ シ コ等が特に多く､ パ ラ コ クシジオイデス症
はブラジルを中心とL,T=南米に圧倒的に多い病気ですo ヒス ト
プラス マ症は流行地域が広く､ 南北アメリカ ､ 東南アジ ア ､ ア
プ リ 力などいろい ろな地域にありますが､ 洞窟の コ ウモ リなど
が菌を持 っ て い る こ とがあるため ､ 洞窟探検は特に危険です ｡
コ クシ ジオイデ ス症とヒストプラ ス マ症は ､ 感染して 大体1 ケ
月以内に症状があらわれます｡ 時には遅れ て出て くる こ ともあ
りますので ､ 注意が必要 です .
E]
P
どれも聞い た こともな い名前ぱかりだし. とても珍しい
病気だと思 いますが D
そ うでもありません ｡ そ れど ころか年々患者さんが増え
て い ますo 最も恐ろしいとされる コクシジオイデス症や
ヒス トプラ ス マ症では ､ 少なくとも毎年4 - 5 人の人がかか っ
て いますが､ 中には死亡する例もあり､ 診断の つ かな い まま死
亡されたりする患者さんもいると考えられます｡
也
Ei5
かかるとどうなる の で し よ うか ?
こ れとい っ た特徴のある症状はありませんo 熟や咳､ 疾
などのは っ きりとした症状を出すこともありますが ､ 慢
性的な頭痛, 体重減少 ､ 微熱など の軽い症状のままゆ っ く りと
進行して行き ､ 知らな いうちに広が っ て しまうこ ともあります
ので ､ 油断は禁物で すo
図 2. ア リ ゾナ で 感染 した コ ク シ ジ オイ デ ス 症 の 胸 部Ⅹ線写 真｡ 普
通 の 肺炎 に比 べ る と影が 小 さ い の で 油断 しが ち で すが ､ こ の
ま ま全 身に 広が っ て 行く恐 れもあり ます｡
E]日本でもち ゃ んと診断や治療ができるので し ょうか ?
乱雲2二忘右て三悪笠誓13監禁慧告書L､雪雲芸霊芝悪霊芸芸
及に努めており､ 最近はだんだんと正 しく診断されるようにな
りま したが､ まだ十分ではありませんo も し心配だ っ た ら ｢0
0 に旅行して い たの で すが､ 輸入真菌症ではな い で し ようか+
と聞 い て みましよう c 決して遠慮する ことはありませんo こ れ
がき っ かけ で診断できたケースもたくさんあります ｡ なお ､ コ
ク シ ジオイデス症は国が法律で指定して い るため ､ 患者さんを
発見LJT=医師は届け出なくてはい けません ｡
E]予防するためにはどうすれぱよ い の で し ょ うか ?
P喜芸雪7≡琵琶完冨喜;護L,
'
…託享oL､喜妄言.T妄語芸
を避(J ましょうo また､ 免疫の力が落ちて いる人 (ス テ ロイ ド
剤などを長い間飲んで いる人や エイズなどの患者さん) はとく
に危険ですので ､ ぜ ひ避lナてくださ い c ま た妊娠して い る人は
コ クシジオイデス症にかかりやす い の で ､ 同 じように注意 して
ください ｡
Ef]btfして も出かけな■ナれr細 らな
い用事がある の で す
軒 それぞれの病気に応 じた対策が必要 で すo ふ つう､ 輸入真菌症を起 こす菌は ､ 都会よりも､ 郊外の砂漠, 辛
原､ 河原などに多いもの です ｡ 最も危険なコク シジオイデス 症
で は ､ まず､ で き るだけ町中の屋内にとどまり外出を避けるの
が原則です Q また肺から侵入する菌なので, 車で移動する場合
は､ で きるだけ慧を閉め ､ 空気を室内循環 にしておく､ などの
工夫をしまし ょう｡ 危険なところに出かける場合はマ ス クを着
用する のもある程度有効です ｡ で も , 1 00%完全に予防するこ
とはできません o
EE]いよいよ困 つ たら･ ･ ･ ･ ･ ･o
軍書監…蓋霊誓書冨≡享…言こ竺妄oR至芸霊fL忘'u…告
ので ､ 連結LJて くださいo ただ し､ 外来等の診療施設がありま
せんの で ､ 直接診察したり ､ 検査や治療をする ことはありませ
ん ｡
6 カ ビの性 (有性生殖と無性生殖)
E]
W
力ビにも性があるの ?
ありますc 動物の雌雄､ 植物のお しべ とめ しペ と同様に
力ビにも性があり ､ イ チ ∃ ウ の ように雄株と雌株の区別
がある種類と自家交配する種類がありますo ただ し､ 動物のよ
うに形態によ つ てオ スとメス の区別がつ きません ｡ 顕微鏡で観
察しても見かけlま同じです ｡ また ､ コ ウ ジカ ビのように性がな
い カビも結構多い の です｡
EI
EE
カビの結婚 (有性生殖) と子供 (有性胞子) はどの よう
なも のか ?
有性生殖をしT=結果 ､ 1 . 子蓋果 (図 1) と呼ばれるカ
プセルの中に､ さ らに小さい袋 (子嚢､ 図 2) 中に 4 あ
る い は 8 個の子供 (子嚢胞子 ､ 図 3) を作るパ ン酵母 ､ 水虫
薗などの子嚢菌類､ 2 . キノ コ を発生して傘の裏側の表面に子
供 (担子胞子) を作る担子菌､ 3. 雌雄の親菌糸がく っ つ いた
図 1 子嚢果 (ペ ニ シ 1) ン生 産菌の 仲間 の 1種)
囲3 子嚢胞子 (ア ス ペ ル ギ ル ス 症 原因菌の 1種)
図 5 分生 子 形 成
(ペ ニ シ リ ン 生産菌の 1種)
所に接合胞子 (園 4) と呼ばれる子供ができるク モノ ス力ビな
どの接合菌類があります o 有性生殖では両親の遺伝子が半分ず
つ 子供に伝わります ｡ こ れ に対して ､ 性のない 力ビ (不完全菌
類) は､ 有性胞子を作りません o
田
町
力ビにも雑種があるの ?
動物で よく聞かれる ｢雑種+で ､ ラ イガ- (オス 親が
ライオ ン :学名pa nibenjlleo､ メス 親がトラ : 学名pm tbe71q
吻rN) の様に種が異なる場合の交配を種間交配 とい い ､ イノブタ
(オス親がイノ シ シ :学名su H C r Ofw ､ メス親がブタ :Slu ∫C r Ofw) の様
な同種による交配を種内交配 と言 い ます o 種内交配で は､ 正常
な生殖能力を持つ 子供 (第一代雑種) が産まれ ､ 一方種間交配
では ､ 産まれた子には子孫を残す能力が欠lナて いますo もちろ
ん力ビにも ｢雑種+はあります ｡ 特に力ビの場合､ 名前 (種名)
がわか らない時に､ 月割こ名前の わか っ て いる力 ピと交配させ､
園2 子嚢と子 嚢果壁
(真菌症 の うち 最近増加 して い る ア ス ペ ル ギ ル ス 症 原因 菌の 1 種)
囲4 濃合胞子 (ク モ ノ ス カ ビの 1種)
図 6 分生子形 成
(水虫寂 因 菌の 1種)
図7 胞子嚢胞子
(ク モ ノ ス カ ピの 1種)
正常な生殖能を持つ子供が産まれれば､ 同種だと判定でき､ 名
前がわかります o ま た､ 交配により両親の良い性質をそれぞれ
受け継いだ子が産まれる こ とがあり､ 産業的には こ の方法が､
R
E =
E]種改良に使われますo しかし､ 味噌､ 醤油等の 発酵に欠かせ
ない コ ウジカ ビな どで は雌雄の区別がないの で ､ 菌糸と菌糸を
吻合させたり､ 人= 的に細胞壁を溶か して 2 つの株を融合さ
せ､ 無性的に交配させて雑種を作り品種改良を行 っ て い ますo
E]ヵビの無 燈 殖器は?
圃 9,芸表諾竺望悪霊宣誓言チ遥宗乱宝芸芸笠言三言
ができるように ､ 菌糸の 一部を切り取 っ て移植できます o 菌糸
から芽が出るように生まれた分生子 (図5 ､ 6) や ､ 菌糸の先
端が袋状にな っ てその中にできる胞子嚢胞子 (図7) か らもク
ローンが育 つ て一人前の株になります｡ したが っ て ､ 遺 伝子の
す べ てが次世代の子供クロ ーンに伝わります o 分生子は子嚢菌
持と有性生殖を しな い不完全菌頬に､ 胞子嚢腹子は接合菌頬rこ
見 られますQ
Eg
園
ふつ う有性生殖と無性生殖の どちらが見 られるの ?
ふ つ う食品や壁 に生える力ビは無性生殖で増殖 して い ま
す o また ､ ヒ 卜の皮膚や臓器に感染する力ピも体内では
無性生殖で増殖して い ますが､ 体外で生育させると有性生殖を
する こ とがあります . ま た ､ 植物に寄生するウ ドン コ病の原因
菌は有性胞子で 越冬し､ 古い書物が黄色に変色する原因となる
カビは､ 有性生殖で増殖する ことができます ｡
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